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(57)【要約】
【課題】ウェットティッシュを通しやすいウェットティ
ッシュ収納容器を提供する。
【解決手段】ミシン目線５を有するロール巻状のウェッ
トティッシュ４が収納可能な容器本体２と、容器本体２
の内部に収納されたウェットティッシュ４を外方へ取り
出すための開口部６を形成した蓋体３と、を備えたウェ
ットティッシュ収納容器１であって、通過するウェット
ティシュ４に対して摩擦抵抗を付与し、ミシン目線５に
沿ってウェットティッシュ４を切断する取り出し孔１５
を有し、蓋体３よりも柔らかい材料で形成された取り出
し孔形成部材１４を備え、蓋体３は、内側の面が取り出
し孔形成部材の外側面と対向する位置に形成された壁部
１２と、壁部１２から取り出し孔形成部材１４の内径方
向へ突出し、取り出し孔形成部材１４の外周面よりも内
径側に先端が位置するように形成された爪部１３とを有
する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　張力により切断可能な切り離し部を所定間隔に複数有するロール巻状のウェットティッ
シュが収納可能な容器本体と、前記容器本体に取り外し自在に取り付けられ、前記容器本
体内に収納されたウェットティッシュを外方へ取り出すための開口部を形成した蓋体と、
を備えたウェットティッシュ収納容器であって、
　前記ウェットティシュに対して摩擦抵抗を付与し、前記切り離し部に沿って前記ウェッ
トティッシュを切断する取り出し孔を有し、前記蓋体よりも柔らかい材料で形成された取
り出し孔形成部材を備え、
　前記蓋体は、前記取り出し孔形成部材を保持する保持部を有し、前記保持部は、内側の
面が前記取り出し孔形成部材の外側面と対向する位置に形成された壁部と、前記壁部から
前記取り出し孔形成部材の内径方向へ突出し、前記取り出し孔形成部材の外周面よりも内
径側に先端が位置するように形成された爪部とを有することを特徴とするウェットティッ
シュ収納容器。
【請求項２】
　取り出し孔は、一部の幅が部分的に広くなるように形成されている請求項１記載のウェ
ットティッシュ収納容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ウェットティッシュを内部に収納するウェットティッシュ収納容器に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、ウェットティッシュを保管したりする際には、ウェットティッシュ収納容器
（以下、収納容器という。）が用いられている。収納容器は、ウェットティッシュの形状
に応じて種々の形状のものが存在する。ロール巻状のウェットティッシュの場合には、ボ
トルタイプと呼ばれる収納容器が従来から広く使用されている。
【０００３】
　例えば、特許文献１に記載のウェットティッシュ用容器は、ウェットティッシュを収納
する容器本体と、中央に穴を有する蓋体とから構成されており、ウェットティッシュの引
き出し穴を備えた山高帽子状弾性部材の該頭部を蓋体の穴の内側から嵌入して構成されて
いる。特許文献１に記載のウェットティッシュ用容器は、ウェットティッシュの引き出し
穴が小径の円形状になるように形成されており、この引き出し孔を通過するウェットティ
ッシュに対して、該ウェットティッシュがミシン目部分で切断する大きさの抵抗力を付与
するように構成されている。
【０００４】
　また、特許文献２に記載の収納容器は、おしぼり等の紙布（ウェットティッシュ）が収
納された容器本体と、容器本体を密封的に閉塞する上蓋から構成されており、上蓋には、
ゴム、ウレタン等の弾力性を有する素材により一体成形された口栓が設けられるように構
成されている。口栓には、スリット状の切り欠きが形成されており、この切欠きを閉じて
スリットを形成し、スリットから紙布を引き出すように構成されている。また、口栓は、
上蓋に形成された環状壁で囲まれた空間内に配置されるとともに環状壁によって圧縮され
る方向へ力が加えられるように構成されている。さらに、口栓は、環状壁から内径方向に
突出する環状突起によって、該空間内から離脱する方向へ抜けないように保持されている
。
【０００５】
　また、特許文献３に記載の収納容器は、容器本体と蓋体とから構成されており、蓋体に
は、上面部にウェットティッシュ挿通穴が設けられ、このウェットティッシュ挿通穴が位
置する部分にウェットティッシュ取出口部材が着脱自在に取り付けられて構成されている
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。ウェットティッシュ取出口部材は、ウェットティッシュ挿通穴を閉塞する面積を有した
弾性材からなり、中央付近に小孔が形成され、外端面から小孔に達する分断部が形成され
ている。蓋体には、内径がウェットティッシュ取出口部材の外径よりも若干小さくなるよ
うに形成された環状の壁部が形成されており、ウェットティッシュ取出口部材は、この壁
部によって圧縮された状態で保持されるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】実開平５－３４１７７号公報
【特許文献２】実公昭５８－２７９４０号公報
【特許文献３】特開２０１０－２８０４３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１に記載のウェットティッシュ用容器は、指で力を加えてウェ
ットティッシュの引き出し穴の孔径が大きくなるように山高帽子状弾性部材を弾性変形さ
せることが困難であった。そのため、特許文献１に記載のウェットティッシュ用容器の場
合は、先端の尖ったものでウェットティッシュを押す等して引き出し穴に通さなければな
らず、該ウェットティシュを引き出し穴に通す作業が煩雑になるという問題があった。
【０００８】
　また、特許文献２及び３に記載の収納容器は、口栓に形成したスリット状の切り欠きに
ウェットティッシュを通し、その後に口栓を上蓋に取り付けられるように構成しているの
で、ウェットティッシュを口栓の中に通す際に先端の尖った別の部品を使用しなくてもよ
いが、ウェットティッシュが口栓の切り欠きから脱落してしまった場合には、その都度口
栓を上蓋から取り外さなければならないという問題があった。特に、特許文献２に記載の
収納容器は、口栓が上蓋に対して着脱自在に取り付けられているので、使用中に口栓が上
蓋から脱落してしまうという問題もあった。
【０００９】
　また、特許文献２及び３に記載の収納容器は、ウェットティッシュに対して適切な大き
さの摩擦抵抗を一定に付与しなければならず、そのための環状壁の内寸法や口栓の外寸法
を精度よく仕上げなければならないという問題があった。
【００１０】
　本発明は、上記した問題点に鑑みてなされたもので、ウェットティッシュを取り出しや
すくすることが可能なウェットティッシュ収納容器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、
（１）張力により切断可能な切り離し部を所定間隔に複数有するロール巻状のウェットテ
ィッシュが収納可能な容器本体と、前記容器本体に取り外し自在に取り付けられ、前記容
器本体内に収納されたウェットティッシュを外方へ取り出すための開口部を形成した蓋体
と、を備えたウェットティッシュ収納容器であって、前記ウェットティシュに対して摩擦
抵抗を付与し、前記切り離し部に沿って前記ウェットティッシュを切断する取り出し孔を
有し、前記蓋体よりも柔らかい材料で形成された取り出し孔形成部材を備え、前記蓋体は
、前記取り出し孔形成部材を保持する保持部を有し、前記保持部は、内側の面が前記取り
出し孔形成部材の外側面と対向する位置に形成された壁部と、前記壁部から前記取り出し
孔形成部材の内径方向へ突出し、前記取り出し孔形成部材の外周面よりも内径側に先端が
位置するように形成された爪部とを有することを特徴とするウェットティッシュ収納容器
、
（２）取り出し孔は、一部の幅が部分的に広くなるように形成されている上記（１）記載
のウェットティッシュ収納容器、
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を要旨とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係るウェットティッシュ収納容器は、張力により切断可能な切り離し部を所定
間隔に複数有するロール巻状のウェットティッシュが収納可能な容器本体と、前記容器本
体に取り外し自在に取り付けられ、前記容器本体内に収納されたウェットティッシュを外
方へ取り出すための開口部を形成した蓋体と、を備えたウェットティッシュ収納容器であ
って、前記ウェットティシュに対して摩擦抵抗を付与し、前記切り離し部に沿って前記ウ
ェットティッシュを切断する取り出し孔を有し、前記蓋体よりも柔らかい材料で形成され
た取り出し孔形成部材を備え、前記蓋体は、前記取り出し孔形成部材を保持する保持部を
有し、前記保持部は、内側の面が前記取り出し孔形成部材の外側面と対向する位置に形成
された壁部と、前記壁部から前記取り出し孔形成部材の内径方向へ突出し、前記取り出し
孔形成部材の外周面よりも内径側に先端が位置するように形成された爪部とを有し、取り
出し孔形成部材に開口形成された取り出し孔に加えられた力によって弾性変形しやすくし
たので、壁部及び爪部によって、取り出し孔形成部材が保持された状態を維持しながら、
取り出し孔にウェットティッシュを容易に通すことが可能になる。
【００１３】
　また、本発明に係るウェットティッシュ収納容器は、取り出し孔形成部材を備えている
ので、取り出し孔が形成されている部分を弾性変形しやすくすることができ、かつ該ウェ
ットティッシュに対して適切な摩擦抵抗を付与することが可能になる。そのため、壁部と
取出し孔形成部材は、該壁部及び爪部によって取出し孔形成部材が確実に保持できる程度
の寸法精度が確保されていればよく、製造コストを大幅に低減することが可能になるとと
もに、加工工程も簡略化することが可能になり、製造時の効率化を図ることも可能になる
。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施の形態に係るウェットティシュ収納容器の外観構成を表した外観斜
視図である。
【図２】ウェットティッシュ収納容器の縦断面図である。
【図３】蓋体の構成を表した分解斜視図である。
【図４】蓋体本体に取出口部材を取り付ける手順を表した説明図である。
【図５】ウェットティシュを取り出し孔に通す際の手順を表した説明図である。
【図６】ウェットティッシュ収納容器における蓋体の変形例の構成を表した斜視図であり
、（ａ）は第１の変形例、（ｂ）は第２の変形例を表した図である。
【図７】取出口部材の変形例の構成を表した平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明に係るウェットティッシュ収納容器の実施の形態について、図１～図３に基づい
て説明する。なお、本明細書において「ウェットティッシュ」とは、ロール巻状に形成さ
れているものと、ロール巻状に形成されたものからミシン目線にて切断されたシート状の
もののいずれをも指すものとする。また、本明細書において、「上側」「下側」「前側」
「後側」「左側」「右側」とは、図１に示す方向を言うものとする。
【００１６】
　図１に示すように、ウェットティッシュ収納容器１（以下、収納容器１と言う。）は、
容器本体２と蓋体３とから構成されている。容器本体２は、上端が開口形成された円筒状
の容器であり、該開口からウェットティッシュ４を収納することができるように形成され
ている。また、容器本体２の上部には、蓋体３を取り付けることができるように構成され
ている。容器本体２と蓋体３との取り付けは従来から公知の方法を任意に選択して使用す
ることができる。また、容器本体２及び蓋体３は、例えばＰＥ（ポリエチレン）、ＰＰ（
ポリプロピレン）、ＰＥＴ、ＡＢＳ樹脂等により形成されているが、これ以外の材質のも
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のを任意に選択して使用してもよい。また、これら容器本体２及び蓋体３の製造にあたっ
ても、従来から公知の方法を適宜使用してよい。また、容器本体２及び蓋体３の材質は、
どちらも同じものを使用してもよいし、容器本体２と蓋体３とで異なるものを使用しても
よい。なお、図１における符号Ｓは、収納容器１内に形成されている収納空間である。
【００１７】
　ウェットティッシュ４は、薬液等が含浸された不織布等により形成されている。ウェッ
トティッシュ４は、図１及び図２においては、二点鎖線で示してあり、本実施の形態では
ロール巻状に形成されている。また、ウェットティッシュ４には、収納容器１の内部から
引き出される際に加わる張力により切断可能な切り離し部としてのミシン目線５を所定間
隔に複数備えている。なお、切り離し部は、張力によりウェットティッシュ４の切断が可
能であればよく、ミシン目線５以外の他の構成により切り離し部を構成してもよい。また
、ウェットティッシュ４の材質や該ウェットティッシュ４に含浸される薬液等には、従来
から公知のものを任意に選択して使用してよい。
【００１８】
　蓋体３は、容器本体２の内部に収納されたウェットティッシュ４から薬液等が揮発する
のを防止するためのもので、容器本体２の上部に螺合により取り外し自在に取り付けられ
ている。図１に示すように、蓋体３は、開口部６、凹部７、上壁部８、開閉蓋９及び保持
部１０を備えている。
【００１９】
　開口部６は、容器本体２の内部に収納されたウェットティッシュ４を外方へ取り出すこ
とができるようにするためのもので、本実施の形態では蓋体３の略中央部に開口形成され
ている。なお、この開口部６の大きさや形状、開口位置は、本実施の形態のものに限定さ
れるものではなく、任意に決定してよい。
【００２０】
　凹部７は、後側から前側にかけては開閉蓋９を嵌め込むことが可能な形状に形成されて
おり、前端部は、開閉蓋９が嵌め込まれた時に、該開閉蓋９よりも大きくなるように形成
されている。この凹部７は、開閉蓋９を嵌め込んだ時に、該開閉蓋９と蓋体３の上面とが
略面一になるように形成されている。
【００２１】
　上壁部８は、凹部７内において、開口部６の周囲を囲むように、上方に向けて延出形成
されている。この上壁部８は、外径が開閉蓋９に形成された後述する開閉蓋壁部１１の内
径と略同じか、若干小さくなるように形成されており、開閉蓋９が閉じられた時に、開閉
蓋壁部１１と嵌合することができるように形成されている。また、この上壁部８は、高さ
が凹部７の深さよりも低くなるように形成されている。
【００２２】
　開閉蓋９は、開口部６を密閉するためのもので、後端部が蓋体３と繋がり、先端部に開
閉蓋壁部１１を有するように構成されている。この開閉蓋９は、閉じた時に凹部７に嵌め
込まれるように形成されている。開閉蓋壁部１１は、開閉蓋９を閉じた時に、上壁部８と
嵌合することができるように形成されている。この開閉蓋壁部１１は、内径が上壁部８の
外径と略同じか、上壁部８の外径よりも若干大径となるように形成されており、開閉蓋９
を閉じて開閉蓋壁部１１と上壁部８とが嵌合した時に、上壁部８と開閉蓋９とで囲まれた
空間、及び収納容器１内部の気密性を確保することができるように構成されている。なお
、本実施の形態では、開閉蓋９と上壁部８とを嵌合させることによって収納容器１内部等
の気密性を確保することが可能な構成にしているが、他の構成によって収納容器１内部等
の気密性を確保してもよい。
【００２３】
　なお、本実施の形態では上壁部８と開閉蓋壁部１１とを嵌合させることによって開閉蓋
９を閉じ、収納容器１の内部の気密性を確保するように構成しているが、収納容器１の内
部の気密性を確保することが可能であれば、上記した構成に限定されるものではなく、他
の構成であってもよい。また、上記のように上壁部８と開閉蓋壁部１１とを嵌合させる構
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成の場合には、上壁部８の内径が開閉蓋壁部１１の外径よりも大径となるように形成し、
開閉蓋壁部１１の外径が上壁部８の内径よりも小径となるように形成することで、これら
上壁部８と開閉蓋壁部とが嵌合するように構成してもよい。
【００２４】
　保持部１０は、壁部１２と爪部１３とから構成されている。保持部１０には、壁部１２
と爪部１３により囲まれた保持空間Ｈが形成されている。図２に示すように、保持空間Ｈ
は、後述する取り出し孔形成部材１４を該保持空間Ｈ内に保持することができるように形
成されている。
【００２５】
　壁部１２は、内周面が後述する取り出し孔形成部材１４の外側面と対向する位置に形成
されており、本実施の形態では、取り出し孔形成部材１４の全周を囲むように全体的に形
成されている。爪部１３は、保持空間Ｈ内に配置された取り出し孔形成部材１４が保持空
間Ｈから離脱するのを防止するためのもので、壁部１２の先端から取り出し孔形成部材１
４の内径方向へ突出するように形成されている。この爪部１３は、壁部１２の全周から該
内径方向へ向けて突出し、先端が取り出し孔形成部材１４の外周面よりも内径側に位置す
るように形成されている。これら壁部１２及び爪部１３は、取り出し孔形成部材１４より
も硬い材料で形成することが好ましい。壁部１２及び爪部１３をこのような材料で形成す
ることにより、保持空間Ｈの内部に配置された取り出し孔形成部材１４がウェットティッ
シュを通過する際に弾性変形しても、取り出し孔形成部材１４が保持空間Ｈの内部に配置
された状態を確実に保持することが可能になる。
【００２６】
　取り出し孔形成部材１４は、ウェットティッシュ４をミシン目線５で切断するためのも
のである。取り出し孔形成部材１４は、図２及び３に示すように、円板状に形成されてい
る部材であり、外径は、壁部１２の内径よりも小径であって、爪部１３先端の内径よりも
大径となるように形成されている。また、取り出し孔形成部材１４には、取り出し孔１５
が開口形成されている。取り出し孔１５は、一部の幅Ｗ２が他の部分の幅Ｗ１よりも部分
的に広くなるように形成されている。本実施の形態では、取り出し孔１５は、二つの長孔
が直角に交わった十字形状であり、これら二つの長孔が交わった位置に円形状の丸孔が開
口する形状に形成されている。また、この取り出し孔１５は、ウェットティッシュ４が通
過可能な大きさであって、該ウェットティッシュ４が通過する際に該ウェットティッシュ
４を絞るとともに、ミシン目線５に沿って切断することができるような摩擦抵抗をウェッ
トティッシュ４に対して付与することができるように形成されている。この取り出し孔形
成部材１４を構成する材料としては、従来から公知の弾性材料を任意に選択して適用する
ことができるが、弾性変形しやすさの観点から、天然ゴム、合成ゴム等のゴム材料、ＰＰ
（ポリプロピレン）、ＰＥ（ポリエチレン）、又はビニール樹脂等の弾性材料により形成
されていることが好ましい。また、合成ゴムを使用する場合には、シリコンゴムやウレタ
ンゴム等を使用することが好ましい。なお、本実施の形態では、取り出し孔１５は、略十
字形状をなし、一部の幅Ｗ２が他の部分の幅Ｗ１よりも部分的に広くなるように形成され
ているが、この部分的に広く形成するのは、取り出し孔１５の中央部でなくてもよく、他
の部分であってもよい。
【００２７】
　次に、本実施の形態に係る収納容器１において、蓋体３に取り出し孔形成部材１４を配
置する際の方法を図４に基づいて説明する。図４は、蓋体３に取り出し孔形成部材１４を
配置する際の手順を表した説明図である。
【００２８】
　取り出し孔形成部材１４は、容器本体２へ取り付ける前の収納容器１に対して取り付け
る。取り出し孔形成部材１４を取り付ける際は、取り出し孔形成部材１４を蓋体３に対し
てＡ方向へ移動させる（図４（ａ））。次に、取り出し孔形成部材１４の一端部を保持空
間Ｈ内に挿入して、該取り出し孔形成部材１４の一端部を壁部１２及び爪部１３に引っ掛
けた状態にする。そして、この状態で取り出し孔形成部材１４の他端部をＢ方向へ移動さ
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せる（図４（ｂ））。図４（ｂ）に示すように、取り出し孔形成部材１４の他端部をＢ方
向へ移動させると、取り出し孔形成部材１４の上面と爪部１３の下面とが当接する。そし
て、この当接した状態からさらに力を加えると、取り出し孔形成部材１４は弾性変形する
（図４（ｃ））。このように、取り出し孔形成部材１４は、弾性変形をしながら図４（ｄ
）に示すように完全に保持空間Ｈ内に入り込む。そして、爪部１３は、保持空間Ｈ内に入
り込んだ取り出し孔形成部材１４が、保持空間Ｈ内から離脱する方向（図４では下方向）
へ移動するのを阻止する。
【００２９】
　次に、ウェットティッシュを取り出し孔１５に通す際の方法を図５に基づいて説明する
。図５は、ウェットティシュを取り出し孔１５に通す際の手順を表した説明図である。ウ
ェットティッシュを取り出し孔１５に通す場合には、使用者は、指先Ｆにウェットティッ
シュを覆うようにして、取り出し孔形成部材１４の下方からＤ方向へ移動させる（図５（
ａ））。そして、作業者が指先ＦをＤ方向へ移動させると、ウェットティッシュ４が取り
出し孔形成部材１４に形成された取り出し孔１５の下端面側に到達する。
【００３０】
　次に、作業者が取り出し孔１５の下端面側から図５（ａ）中のＤ方向に力を加えると、
取り出し孔形成部材１４の取り出し孔１５が形成されている部分は上方向に弾性変形する
（図５（ｃ））。さらに、取り出し孔形成部材１４が弾性変形するように作業者が上記Ｄ
方向に力を加えると、取り出し孔形成部材１４はさらに弾性変形する。このとき、取り出
し孔形成部材１４は、取り出し孔１５が拡大するように弾性変形し、その時の取り出し孔
１５の大きさは、作業者の指先が取り出し用孔形成部材１４の上面側から見える程度にな
る。作業者は、取り出し用孔形成部材１４を弾性変形させることにより蓋体３の上部から
視認できるウェットティッシュ４を摘み上げ、その後ウェットティッシュ４を上方に引き
出す（図５（ｄ），図５（ｅ））。
【００３１】
　このように、本実施の形態によれば、取り出し孔１５を、二つの長孔が直角に交わる十
字形状にし、これら二つの長孔が交わった位置に円形状の丸孔が開口する形状にし、取り
出し孔形成部材１４の長孔と長孔との間に形成されている部分が弾性変形しやすくなるよ
うに構成したので、指先で加えた力で取り出し孔形成部材１４の取り出し孔１５の周辺を
弾性変形させることができる。そのため、保持部１０によって取り出し孔形成部材１４が
保持された状態を維持しながら、取り出し孔１５にウェットティッシュを容易に通すこと
が可能になる。
【００３２】
　また、本実施の形態によれば、取り出し孔形成部材１４に開口形成された取り出し孔１
５が、該取り出し孔１５を通過するウェットティッシュ４を絞るとともに、ミシン目線５
に沿ってウェットティッシュを切断するように構成されており、ウェットティッシュが絞
り孔を通過する際にも取出し孔形成部材が広がることがなく、また通過するウェットティ
ッシュの絞られ方によって変化する該ウェットティッシュの厚さの変動による影響も受け
にくくすることができる。そのため、本発明に係る取り出し孔形成部材１４は、壁部から
圧縮力を受けなくても、ウェットティッシュに対してミシン目線が容易に切断されるだけ
の適切な摩擦抵抗を精度よく付与することが可能になる。
【００３３】
　したがって、本発明に係る収納容器によれば、壁部と取出し孔形成部材は、該壁部及び
爪部によって取出し孔形成部材が確実に保持できる程度の寸法精度が確保されていればよ
く、製造コストを大幅に低減することが可能になるとともに、加工工程も簡略化すること
が可能になり、製造時の効率化を図ることも可能になるという効果を得ることが可能にな
る。
【００３４】
　なお、本実施の形態では、保持部１０の構成を、環状の壁部１２と、この壁部１２の全
体から突出する爪部１３とから構成する例について説明しているが、図６（ａ）に示すよ
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うに、環状の壁部２１に対して、部分的に爪部２２を設けるように構成してもよい。また
、図６（ｂ）に示すように、壁部２３を部分的に設け、この壁部２３に対して爪部２４を
設けるように構成してもよい。このように構成することで、蓋体３を製造する際に要する
材料の量を減少することができ、製造コストを低減させることが可能になる。また、壁部
及び爪部を部分的に設けることにより、弾性変形をしやすくすることができ、取出し孔形
成部材を保持空間Ｈ内により容易に入れ込むことが可能になる。なお、図６（ｂ）におい
ては、壁部と爪部の幅を同じにしているが、壁部と爪部の幅は異なっていてもよい。
【００３５】
　また、本実施の形態では、取り出し孔形成部材の取り出し孔を上記した略十字型にして
いるが、これに限定するものではなく、例えば図７に示す形状に開口形成してもよい。図
７（ａ）に示す取り出し孔形成部材は、直線状に形成された孔の中央部に円形の孔が開口
形成してなる取り出し孔２５を有する。このように形成することで、指先で加えた力によ
っても取り出し孔形成部材を弾性変形しやすくすることができ、ウェットティッシュを通
しやすくすることが可能になる。また、直線状の孔と円形の孔とが交差する点の４か所に
角部２６を設けることができるため、ウェットティッシュ４は、直線状の孔を通過する際
に受ける摩擦抵抗と、この角部２６において受ける摩擦抵抗とが加わり、絞り孔２５を通
過するウェットティッシュ４により大きな摩擦抵抗を付与することができ、確実にミシン
目線５を設けた箇所においてウェットティッシュ４を切断することが可能になる。
【００３６】
　図７（ｂ）は、直線状の絞り孔２７を１２０°間隔で交わらせたものである。このよう
に形成することによっても、指先で加えた力によっても取り出し孔形成部材を弾性変形し
やすくすることができ、ウェットティッシュを通しやすくすることが可能になる。また、
直線状の孔が交わる箇所に３か所の角部２８を設けることができるため、本形態において
も、ウェットティッシュ４は、直線状の孔を通過する際に受ける摩擦抵抗と、３か所の角
部２８において受ける摩擦抵抗とによって、絞り孔２７を通過するウェットティッシュ４
に大きな摩擦抵抗を付与することができ、確実にミシン目線５を設けた箇所においてウェ
ットティッシュ４を切断することが可能になる。
【００３７】
　図７（ｃ）は、絞り孔２９の幅を細くしてスリット状にしたものである。このように形
成することによっても、指先で加えた力によっても取り出し孔形成部材を弾性変形しやす
くすることができ、ウェットティッシュを通しやすくすることが可能になる。また、縦の
スリットと横のスリットが交わる部分に形成された４か所の角部３０に加えて、各スリッ
トにおいてウェットティッシュ４に付与される摩擦抵抗を大幅に増加させることができる
。そのため、絞り孔２９を通過するウェットティッシュ４に対してより大きな摩擦抵抗を
付与することができ、より確実にミシン目線５を設けた箇所においてウェットティッシュ
４を切断することが可能になる。
【００３８】
　図７（ｄ）は、直線状のスリットを１２０°間隔で交わらせて絞り孔３１としたもので
ある。このように形成することによっても、指先で加えた力によっても取り出し孔形成部
材を弾性変形しやすくすることができ、ウェットティッシュを通しやすくすることが可能
になる。また、各スリットが交わる部分に形成された３か所の角部３２に加えて、各スリ
ットにおいてウェットティシュに付与される摩擦抵抗を大幅に増加させることができる。
そのため、取り出し孔１５を通過するウェットティッシュ４に対してより大きな摩擦抵抗
を付与することができ、より確実にミシン目線５を設けた箇所においてウェットティッシ
ュ４を切断することが可能になる。
【００３９】
　なお、本実施の形態では、取出し孔形成部材を収納空間内に配置するように構成してい
るが、絞り孔を通過するウェットティッシュがミシン目線において確実に切断することが
できれば、これ以外の構成であってもよい。例えば、取出し孔形成部材を収納空間の外部
に配置するように構成してもよいし、これ以外の構成であってもよい。
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【符号の説明】
【００４０】
１　ウェットティッシュ収納容器
２　容器本体
３　蓋体
４　ウェットティッシュ
５　ミシン目線
６　開口部
１０　保持部
１２，２１　壁部
１３，２２　爪部
１４　取り出し孔形成部材
１５，２５，２７，２９，３１　　取り出し孔
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